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図書館 冬季休業中の長期貸出と 

閉館のお知らせ 

 

【冬季休業中 長期貸出】  

１２月２０日(月)～１月１４日(金) 

【年内開館】 １２月２４日(金)  １２：００まで 

【３学期開館】 １月１２日(水) から 

＊貸出期限を過ぎている人は返却に来てください。

まだ読み終わっていなければ延長手続きをします

ので、本を持って来てください。 

 

       
『ばにらさま』            

山本 文緒【著】 

日常の向こう側に見える心のあり様を捉えた６篇。 

ばにらさま  僕の初めての恋人は、バニラアイ

スみたいに白くて冷たい……。 

わたしは大丈夫 夫と娘とともに爪に火をともす

ような倹約生活を送る私。 

菓子苑 舞子は、浮き沈みの激しい胡桃に翻弄さ

れるも、彼女を放って置けない。 

子供おばさん 中学の同級生の葬儀に出席した夕

子。遺族から形見として託されたのは。   

バヨリン心中 余命短い祖母が語る、ヴァイオリ

ンとポーランド人の青年をめぐる若き日の恋。 

20×20  主婦から作家となった私。仕事場の

マンションの隣人たちとの日々。 

 

 

 

 

 

 

 

『東京ディストピア日記』         

桜庭 一樹【著】 

作家・桜庭一樹が記録するコロナ禍の東京・2020

年 1 月～2021 年 1 月の日記。オリンピック延期、

和牛券、休業要請、＃うちで踊ろう、Ｚｏｏｍ飲み会、

アベノマスク、ステイ・ホーム太り、自粛警察、極端

な選択、２度目の緊急事態宣言…誰もが体験したあの

時の暮らし、憤りや心細さ。すべて現実に起きたこと、

コロナ禍の一年間。 

 

『ジョブ型雇用社会とは何か 

―正社員体制の矛盾と転機』 

濱口 桂一郎【著】 

前著『新しい労働社会』で著者が提起した「ジョブ

型」という言葉は広く使われるに至ったが、今や似て 

も似つかぬジョブ型論がはびこっている。ジョブ型と

は何か、改めて説明した上で、ジョブ型とメンバーシ

ップ型の対比を用いて、日本の雇用システムの隠され

た問題点を浮かび上がらせる。著者の分析枠組みの切

れ味が冴える！ 

 

『プロセスエコノミー―あなたの物語が価値になる』 

 尾原 和啓【著】 

絵本で稼ぐのではなく、絵本を作っている過程を

オンラインサロンで売る。ＣＤで稼ぐのではなく、

ＣＤデビューまでの道のりをライブ配信で売る。人

はプロセスに惹きつけられる。なにかを作り出す全

ての人にとってプロセスエコノミーは武器となる。 



   

『ハリー・ポッター魔法族大図鑑』 

レベンソン，ジョディ【著】 

本書は、手の込んだ衣装やメイクから、特殊効果や

小道具まで、どのようなデザイン・制作過程を経

て、魔法界の登場人物たちが銀幕の世界に映し出さ

れたかについて、興味深く迫ります。 

映画ハリー・ポッターシリーズのキャラクターが総

登場！ハリーやハーマイオニーの貴重な写真、撮影

にまつわる裏話や秘話も満載。 

         

『世界の今を読み解く「政治思想マトリックス」 

―ニュースの「疑問」が、ひと目でわかる座標軸』     

茂木 誠【著】 

「政治思想マトリックス」とは―。各国の政治

的・経済的スタンスを俯瞰する「魔法のコンパス」。

分断する世界の「リアルな姿」が見えてくる！ 

 

『ミカエルの鼓動』      柚月 裕子【著】 

手術支援ロボットを推進する心臓外科医とドイツ

帰りの天才医師。難病の少年の治療方針をめぐり二

人は対立。命の意味を問う感動巨編。 

 

    

『本日は、お日柄もよく』           

原田 マハ【著】 

お気楽なＯＬ、二ノ宮こと葉は、幼なじみの結婚

披露宴で、すばらしいスピーチに出会い思わず感

動、涙する。その伝説のスピーチライターに弟子入

り。「言葉」の修行を始め「政権交代」を叫ぶ野党の

スピーチライターに抜擢された！ 人と人とを結び

合う言葉の限りない可能性をハートフルに描いた青

春小説。  

 

 

 

📖ぶらり選書 2学年 前田先生  

 

タイトル  

『仕掛学 人を動かすアイデアのつくり方』 

  松村 真宏 著 

 

   

 『仕掛け』という言葉と聞いて、どのようなイメージ

を持ちますか？ 辞書で検索してみると、① 相手にしか

けること ② 目的のために巧みに工夫されたもの ③ 

物事の途中 など、様々な意味があります。 

 さて、今回紹介する本は、②の意味での、『仕掛け』

に焦点を当てたものです。著者は、松村真宏氏は人工

知能研究の研究者でしたが、あるきっかけで人の行動

変容について、興味を持たれて、この『仕掛け』というこ

とを研究されています。 

 身近なところに目を向けてみると、世の中には様々

な『仕掛け』があります。この本でも紹介されている例

では、『天王寺動物園の筒』です。この筒にどのような

仕掛けがあるかについては、実際に本を読んで解決し

てみてください。また、ある漫画の背表紙を全巻つなげ

ると一枚絵になっているなど、私たちの周りでは様々な

『仕掛け』がなされています。この本を読んでみると、周

囲のものや事柄に目を向けてみる楽しさや新たな視点

で物事を捉え考えていけるかもしれません。本のタイト

ルから受ける印象は、少し難しい内容と感じるかもしれ

ませんが、各項目が簡潔に書かれており読みやすい本

となっています。新たなものの見方や考え方を養ってい

くために、ぜひこの本を読んでみてください。色んな発

見がありますよ。 

 

 


